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９月定例議会の日程（予定）

8月 31日（木） 本会議（提案理由説明）

〃 決算特別委員会（概要説明）

9月  ４日（月） 本会議（質疑・委員会付託）

６日（水） 総務文教常任委員会

７日（木） 環境厚生常任委員会

８日（金） 建設経済常任委員会

12日（火） 本会議（一般質問）

13日（水） 本会議（一般質問）

14日（木） 本会議（一般質問・予備日）
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　平成29年８月１日　　　　　　　　　　　　　　　152号

定例議会リポート6月
　平成２９年第２回定例会を６月１日から６月１９日まで、１９日間の会期で開催し、報告案件５件、
人事案件２件、専決処分の承認４件、条例の改正４件、一般会計補正予算１件、議員提案１件、意見書
１件、決議１件の審議を行いました。

　平成 29 年第 2 回（6 月）定例会において、芦刈市長のこれまでの不適当な言動、不誠実な対応に対し、

猛省を求めるため、問責決議を上程、全会一致で可決しました。

芦刈市長に対する問責決議

行政報告（中学校給食）

歳出の主なもの

費　目 予算額 主 な 事 業 費

教 育 費 187 万２千円
中学校管理運営費（187万２千円）
　本年 10 月から、各中学校に学校図書事務職員を配置するための人件費。

民 生 費 5,105 万７千円
教育・保育施設費（3,655万７千円）
　国交付金の算定基準要綱の改訂に伴い、新設される保育園（定員 60 名）の交付額に
変更が生じたため。

土 木 費 1,000 万円
道路橋梁維持補修費（500万円）
　御笠川沿いの遊歩道を安全で安心して通行できるよう再整備する工事費。

◆太宰府市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例

　児童福祉法及び人事院規則の改正により用語等の条文を改正するものです。

◆太宰府市税条例の一部を改正する条例

　平成 29 年度税制改正により地方税法等の一部が改正されたことに伴い条例の改正を行うものです。

◆太宰府市道路標識の寸法に関する条例の一部を改正する条例

　道路標識、区画線及び道路標示に関する命令の一部が改正されたことに伴い条例の改正を行う

　ものです。

◆太宰府の景観と市民遺産を守り育てる条例の一部を改正する条例

　景観計画の変更に伴い、関連する条文の改正を行うものです。

◆一般会計補正予算（第１号）

　歳入歳出それぞれ 7,416 万１千円を追加し、予算の総額が歳入歳出それぞれ 233 億 9,096 万１千

　円になりました。

◆特別委員会（ＩＣＴ推進特別委員会）の設置について

　議会におけるＩＣＴ（情報通信技術）の積極的な活用として、タブレット端末の導入による議事の
効率化及びペーパーレス化等について、調査・研究を行うため。

◆組織的な犯罪の処罰及び犯罪収益の規制等に関する法律等の一部を改正する法律案に反
　対する意見書

条 　 例

議 会 ト ピ ッ ク ス

予 　 算

議員提案

意 見 書

芦刈市長に対する問責決議

　芦刈市長は、市長就任３年目を迎えられ「改革に向けた強いリーダーシップを発揮します」と後

援会や様々な公式行事の中で力強く宣言されている。しかしながら、過去２年間を振り返ってみると、

市長として十分な職責を果たしているとは思えない。

　例えば、平成２９年５月２５日の「太宰府市総合体育館入札に関する市民団体の住民監査請求に

関する」記事が新聞一面で報道され、その後の記者会見の中で真相究明の第三者委員会を設置する

ことを言明された。そして、６月１日の監査委員の「指針の改ざんは行われておらず、監査が妨害

されたとの認識はない」との発表を受け、翌６月２日「第三者委員会は設置しない」と最初の発言

を撤回された。なぜ、５月２５日の記者会見に臨む前に監査委員の見解を聞かずに第三者委員会の

設置を発表したのか、はなはだ疑問である。市長として冷静さに欠け、拙速すぎる判断といわざる

を得ない。

　また、第一の公約である「中学校完全給食」については、これまでの議会で表明されていた学校

給食法に則った全員喫食のデリバリー方式の実施から一転、「選択制ランチサービスの充実」に方向

転換となってしまった。財政上の理由で、なぜ今になって方向転換せざるを得なくなったのか。

　保護者や市民を裏切る結果となってしまったことをしっかり自問自答し、納得いく誠実な対応を

していただきたい。

　これまでにおいても、議会における質疑、質問において、責任ある答弁が求められていたにも関

わらず、具体性のない答弁などにより議論がかみ合わないことが多く、市長報酬削減案や機構改革

案などが否決されたことも、市長の説明不足、不誠実な対応によるものである。

　これまでに改革あるいは公約がうまく運ばないことを部下のせいにする発言もされているが、結

果が出ないことを副市長や部長あるいは職員のせいにするのは言語道断であり、これらのことはま

ぎれもなく市長の責任である。

　以上、太宰府市議会は、芦刈市長に対して猛省を促し、これまでの不適当な言動に対し市長への

問責を決議するものである。

　　平成２９年６月１９日
太　宰　府　市　議　会

否  決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

　６月定例会において、中学校給食に関して市長より行政報告が以下のようになされました。

　これまで「学校給食法にのっとった全員喫食によるデリバリー方式」の実施を目指していた

が、経費を概算で算出したところ年間での運営経費が約 1 億 8,555 万円かかることが判明し、

現在の市の財政状況では実現が難しいという結論に至った。

　このことから、これまでの方針を見直し、現在のランチサービスに求めらている改善点、質

の向上、注文システムの改善、就学援助を含む提供単価の検討を十分に踏まえ、今後は多くの

生徒の皆さんに提供できるランチサービスとして検討を進めていきたい。
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議
決
結
果
一
覧
表

質問を行った議員名と質問項目、及び原則として最初の質問項目について質問と回答の内容を要約を掲載しています。

　

太
宰
府
市
公
文

書
館
に
つ
い
て
３

点
伺
う
。

①
開
館
か
ら
3
年
経
過
し
て

い
る
太
宰
府
市
公
文
書
館
の

利
用
状
況
に
つ
い
て

②
市
民
図
書
館
と
公
文
書
館

の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス

の
連
携
強
化
に
つ
い
て

③
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス

に
特
化
し
た
市
民
へ
の
広
報

に
つ
い
て

総
務
部
理
事

①
開
館
か
ら
昨
年

度
ま
で
の
来
館
者
数
は
、
平

成
26
年
度
２
９
３
人
、
平
成

27
年
度
２
８
８
人
、
平
成
28

年
度
２
４
３
人
、
3
年
間
合

計
で
８
４
２
人
と
な
っ
て
い

ま
す
。
総
来
館
者
数
だ
け
を

見
る
と
減
少
し
て
い
ま
す

が
、
市
民
の
来
館
者
数
は
、

毎
年
徐
々
に
増
加
し
て
い
ま

す
。

②
市
民
図
書
館
に
お
い
て
来

館
者
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に

お
答
え
で
き
な
か
っ
た
歴
史

の
こ
と
や
地
域
史
料
の
こ
と

な
ど
に
つ
い
て
は
、
公
文
書

館
を
案
内
し
公
文
書
館
で
対

応
す
る
よ
う
な
連
携
を
図
っ

て
い
ま
す
。
な
お
、
平
成
28

年
度
の
公
文
書
館
で
の
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
は
、

年
間
で
１
０
４
件
で
す
。

③
広
報
に
つ
い
て
は
、
市
民

図
書
館
で
太
宰
府
市
公
文
書

館
の
施
設
の
ご
案
内
に
加
え

ま
し
て
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
の

利
用
案
内
を
考
え
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
利
用
者

が
増
え
る
こ
と
を
期
待
し
て

お
り
、
今
後
も
、
様
々
な
方

法
で
太
宰
府
市
公
文
書
館
業

務
の
周
知
、
普
及
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

Q

A

藤
ふ

じ

井い　

雅
ま

さ

之
ゆ

き

議
員

◇公文書館について

◇国民健康保険税及び事業に

ついて

問

太
宰
府
市
公
文
書
館
の

現
状
と
課
題

　

食
料
品
ア
ク
セ

ス
問
題
は
、
地
方

公
共
団
体
の
関
係
部
局
、
民

間
企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
地
域
住

民
等
の
多
様
な
関
係
者
と
の

連
携
が
重
要
と
考
え
る
。
そ

こ
で
、
３
点
伺
う
。

①
生
鮮
食
料
品
販
売
店
舗
ま

で
の
距
離
が
５
０
０
ｍ
以
上

で
自
動
車
が
な
い
高
齢
者
の

人
数
等
に
つ
い
て

②
移
動
ス
ー
パ
ー
と
く
し
丸

の
現
在
の
利
用
状
況
に
つ
い
て

③
高
齢
者
買
い
物
支
援
の
周

知
方
法
と
利
用
者
の
見
込
み

に
つ
い
て

健
康
福
祉
部
長　

①
平
成
28
年
度
末

の
本
市
の
65
歳
以
上
の
人
口

1
万
９
１
３
７
人
か
ら
買
い

物
を
困
難
に
感
じ
て
い
る
人

数
を
試
算
し
ま
す
と
、
要
介

護
３
～
５
の
方
は
全
て
買
い

物
に
困
難
を
感
じ
て
い
る
前

提
で
、３
１
３
８
人
と
な
り
、

65
歳
以
上
の
人
口
に
占
め
る

割
合
は
16
・
４
％
に
な
り
ま

す
。

②
移
動
ス
ー
パ
ー
と
く
し
丸

の
現
在
の
利
用
状
況
は
、
利

用
の
申
し
込
み
を
さ
れ
て
い

る
世
帯
が
市
内
全
体
で
約

２
０
０
世
帯
と
聞
い
て
い
ま

す
。

③
チ
ラ
シ
を
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
や
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
な
ど
に
置
く
こ
と
や
、

職
員
が
地
域
の
公
民
館
な
ど

に
出
向
く
行
政
出
前
講
座
で

の
チ
ラ
シ
配
布
、
ま
た
、
市

内
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の

情
報
交
換
会
で
の
紹
介
な

ど
、
可
能
な
範
囲
で
の
協
力
、

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
利
用
者
の
見
込
み
調
査

に
つ
き
ま
し
て
は
、
3
年
に

一
度
実
施
し
て
お
り
ま
す
高

齢
者
支
援
計
画
策
定
に
伴
う

ニ
ー
ズ
調
査
の
中
で
、
買
い

物
に
関
す
る
高
齢
者
の
実
態

や
意
向
等
を
把
握
し
て
い
く

予
定
で
す
。

問

Q

A

高
齢
者
の
買
い
物
支
援
の

現
状
と
課
題

長は

谷せ

川
が

わ 

公
こ

う

成
せ

い

議
員

◇高齢者買い物支援について

全質問項目

全質問項目

（個人ごとの表決結果を賛成○、反対×で表しています）

案

件
議案番号 案件名

議

決

結

果

公明党 宰光 真政会 改革の会 市民ネット 新政会 共産党

1 議案第45号
太宰府市税条例の一部を改正する条例につ

いて

原案

可決
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ × ×

２ 意見書第2号

組織的な犯罪の処罰及び犯罪収益の規制等

に関する法律等の一部を改正する法律案に

反対する意見書

否決 × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ー × ○ ○

賛否の分かれた議案

案件 議案番号 案　件　名 議決結果

1 報告第１号 平成28年度太宰府市一般会計予算繰越明許費について ー

2 報告第２号 平成28年度太宰府市一般会計予算事故繰越しについて ー

3 報告第３号 平成28年度太宰府市介護保険事業特別会計予算事故繰越しについて ー

4 報告第４号 平成28年度太宰府市下水道事業会計予算繰越について ー

5 報告第５号 平成28年度太宰府古都・みらい基金の運用状況報告について ー

6 諮問第３号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 適　任

7 議案第40号 筑紫公平委員会委員の選任につき同意を求めることについて 同　意

8 議案第41号 専決処分の承認を求めることについて（太宰府市税条例の一部を改正する条例） 承　認

9 議案第42号 専決処分の承認を求めることについて（太宰府市都市計画税条例の一部を改正する条例） 承　認

10 議案第43号 専決処分の承認を求めることについて（太宰府市国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 承　認

11 議案第44号 太宰府市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

12 議案第46号 太宰府市道路標識の寸法に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

13 議案第47号 太宰府の景観と市民遺産を守り育てる条例の一部を改正する条例について 原案可決

14 議案第48号 平成29年度太宰府市一般会計補正予算（第１号）について 原案可決

15 議案第49号
専決処分の承認を求めることについて

（平成29年度太宰府市国民健康保険事業特別会計補正予算（専決第１号））
承　認

16 発議第5号 特別委員会（ＩＣＴ推進特別委員会）の設置について 原案可決

17 決議第1号 芦刈市長に対する問責決議 原案可決

全会一致で可決した議案

藤
井
　
雅
之

神
武
　
　
綾

木
村
　
彰
人

長
谷
川
公
成

徳
永
　
洋
介

村
山
　
弘
行

森
田
　
正
嗣

上
　
　
　
疆

笠
利
　
　
毅

門
田
　
直
樹

入
江
　
　
寿

有
吉
　
重
幸

宮
原
　
伸
一

陶
山
　
良
尚

舩
越
　
隆
之

堺
　      

剛

小
畠
真
由
美

※橋本健議長は本会議における過半数議決では表決権を有しません。
※長谷川議員は欠席により議決に参加しておりません。
※以下の会派名について、一部省略して記載しています。

公明党　　　公明党太宰府市議団

改革の会　　太宰府市政改革の会

新政会　　　太宰府新政会

市民ネット　太宰府市民ネット

共産党　　　共産党太宰府市議団

高齢者の買い物支援
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ど
う
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う
と
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一
般
質
問
（
個
人
質
問
）

　

虚
偽
文
書
作
成

報
道
に
つ
い
て
、

4
点
伺
う
。

①
監
査
委
員
に
提
出
し
た
答

弁
書
に
お
い
て
改
ざ
ん
が
な

さ
れ
た
と
あ
る
が
、
答
弁
書

は
監
査
委
員
の
判
断
を
左
右

す
る
地
位
の
文
書
か
、
そ
れ

と
も
単
な
る
参
考
資
料
か
。

②
原
典
引
用
形
式
の
文
書
作

成
方
法
と
し
て
、
あ
る
べ
き

姿
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

③
市
長
は
５
月
25
日
の
記
者

発
表
で
、改
ざ
ん
の
事
実
を
「
初

め
て
知
っ
た
」
と
さ
れ
る
が
、

こ
の
文
書
に
つ
い
て
決
裁
印
を

押
印
し
て
い
な
い
の
か
。

④
当
該
文
書
の
適
法
・
違
法

に
つ
い
て
、
権
威
あ
る
第
三

者
の
判
断
が
な
け
れ
ば
、
市

民
に
疑
い
を
残
し
た
ま
ま
に

な
る
と
思
う
。
ど
の
よ
う
に

払
拭
さ
れ
る
つ
も
り
か
。

　

本
市
の
経
常
収

支
比
率
は
、
毎
年

90
％
付
近
で
硬
直
化
一
歩
手

前
の
段
階
で
あ
る
。
そ
こ
で

市
政
運
営
に
つ
い
て
３
点
伺

う
。

①
本
市
の
財
政
見
通
し
と
、

今
後
の
市
政
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ

い
て

②
平
成
28
年
度
の
実
質
単
年

度
収
支
は
、
黒
字
な
の
か
、

赤
字
な
の
か
。

③
今
後
、
公
共
施
設
や
扶
助

費
の
増
加
歳
出
が
見
込
ま
れ

る
中
、
新
た
な
計
画
も
上
乗

せ
さ
れ
る
。
５
年
先
の
本
市

の
財
政
状
況
の
見
解
に
つ
い

て
。

市
長　

①
市
の
見

解
と
し
て
は
、
監

査
委
員
が
多
く
の
設
計
、
入

札
、
契
約
関
係
の
公
文
書
を

法
規
に
準
拠
し
て
い
る
か
ど

う
か
確
認
さ
れ
た
結
果
で
あ

り
、
当
該
文
書
は
市
か
ら
提

出
し
た
参
考
資
料
に
該
当
す

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
ま
す
。

②
か
ぎ
括
弧
つ
き
で
法
令
等

の
原
文
を
、
そ
の
後
に
括
弧

書
き
で
法
令
等
の
名
称
と
引

用
元
の
条
項
等
を
記
載
す
る

の
が
一
般
的
で
あ
り
、
今
回

の
場
合
も
こ
の
方
法
を
準
用

す
べ
き
で
あ
っ
た
と
考
え
て

い
ま
す
。

③
決
裁
印
を
押
し
て
い
ま
す

が
、
括
弧
内
の
文
書
の
原
典

と
の
照
合
は
行
っ
て
お
り
ま

せ
ん
の
で
、
そ
の
時
点
で
は

そ
う
い
う
事
実
は
知
り
ま
せ

市
長　

①
人
口
の

割
に
は
地
方
税
が

少
な
い
こ
と
、
基
金
残
高
が

県
内
で
も
下
位
で
あ
る
こ
と

か
ら
見
て
、
今
以
上
に
厳
し

い
状
況
と
な
り
財
政
の
硬
直

化
を
危
惧
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
市
政
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て

は
、
働
く
世
代
が
太
宰
府
市

に
移
住
・
定
住
で
き
る
よ
う

環
境
を
整
備
し
、
経
費
節
減
、

新
た
な
収
入
の
確
保
、
事
業

計
画
の
検
討
が
必
要
と
考
え

ま
す
。

総
務
部
長
　
②
平
成
27
年
度

に
続
き
、
赤
字
決
算
と
な
る

見
込
み
で
す
。

副
市
長
　
③
第
7
次
実
施
計

画
に
お
け
る
財
政
計
画
に
お

い
て
も
、
平
成
30
年
度
が

8
億
円
、
31
年
度
が
12
億
円

の
財
源
不
足
に
な
る
見
込
み

問問

問問

QQ

AA

AA

市
の
名
誉
回
復
と

今
後
の
市
長
の
説
明
責
任
は

今
後
の
財
政
状
況
は

安
心
・
安
全
な
通
学
路
を

大
地
震
が
起
き
た
時
、

市
は
、
市
民
は
ど
う
動
く
の
か

森
も

り

田た　

正
ま

さ

嗣
つ

ぐ

堺
さ
か
い　
　
　

剛
つ
よ
し

入
い

り

江え　
　

寿
ひ
さ
し

宮
み

や

原
は

ら　

伸
し

ん

一
い

ち

議
員

議
員

議
員

議
員

　

児
童
の
安
全
・

安
心
な
通
学
路
の

確
保
に
つ
い
て
3
点
伺
う
。

①
安
全
・
安
心
な
通
学
路
確

保
の
取
組
み
の
現
状
に
つ
い

て②
安
全
・
安
心
な
通
学
路
確

保
の
今
後
の
取
組
み
に
つ
い

て③
三
条
公
民
館
前
の
横
断
歩

道
設
置
要
望
の
進
捗
現
状
に

つ
い
て

　

太
宰
府
市
に
は

警
固
断
層
、
宇
美

断
層
が
走
り
、
い
つ
大
地
震

が
発
生
し
て
も
お
か
し
く
な

い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ

で
、
大
地
震
発
生
時
の
対
応

に
つ
い
て
４
点
伺
う
。

①
災
害
対
策
本
部
設
置
な
ど

の
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備

状
況
に
つ
い
て

②
市
民
は
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
行
動
を
と
る
べ
き
か

③
隣
接
市
町
に
避
難
す
る
必

教
育
部
理
事　

①

平
成
27
年
５
月
に

通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
策
定
し
、
教
育
委
員
会

等
の
関
係
機
関
で
構
成
さ
れ

る
通
学
路
安
全
推
進
会
議
を

開
催
し
、
通
学
路
の
安
全
確

保
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
各
機
関
の
対
策
の
実
施

状
況
に
つ
い
て
は
、
年
度
末

に
開
催
さ
れ
る
同
会
議
で
報

告
し
合
い
、
情
報
の
共
有
化

を
図
っ
て
い
ま
す
。

②
通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
一
連
の
サ
イ
ク
ル
を

絶
や
す
こ
と
な
く
継
続
す
る

こ
と
で
、
今
後
も
通
学
路
の

危
険
個
所
の
改
善
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

都
市
整
備
部
長　

③
昨
年

度
、
筑
紫
野
警
察
署
よ
り
、

歩
道
の
切
り
下
げ
等
が
で
き

れ
ば
横
断
歩
道
の
設
置
が
可

総
務
部
長　

①
職

員
の
初
動
、
災
害

対
策
本
部
、
避
難
勧
告
等
の

情
報
伝
達
、
避
難
所
運
営
に

つ
い
て
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
整

え
て
い
ま
す
。
6
月
3
日
に

は
地
震
を
想
定
し
て
災
害
対

策
本
部
運
営
訓
練
を
職
員
で

実
施
し
て
い
ま
す
。

②
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
避
難

場
所
等
を
明
示
し
て
全
戸
に

配
布
し
て
お
り
、
市
民
個
人

が
避
難
経
路
を
確
認
し
て
お

く
こ
と
が
重
要
で
す
。
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
今
年
度
改

定
を
予
定
し
て
い
ま
す
の

能
と
の
回
答
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
今
後
は
、
道
路
管

理
者
で
あ
る
福
岡
県
及
び
筑

紫
野
警
察
署
等
、
関
係
機
関

と
協
議
を
進
め
な
が
ら
、
交

差
点
全
体
の
改
善
も
合
わ
せ

て
通
学
路
の
整
備
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

で
、
今
後
も
周
知
に
努
め
ま

す
。

③
隣
接
自
治
体
と
、
具
体
的

な
避
難
に
つ
い
て
の
協
議
は

行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
受

け
入
れ
を
依
頼
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

④
災
害
対
策
本
部
か
ら
の
連

絡
に
よ
り
自
衛
隊
、
消
防
、

警
察
に
お
い
て
対
応
、
県
内

各
市
町
間
で
は
平
成
17
年
よ

り
相
互
応
援
の
基
本
協
定
を

結
ん
で
お
り
、
支
援
を
行
う

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◇虚偽文書作成報道につ

いて

◇自治基本条例について

◇まほろば号バス運行に

ついて

◇市政運営について

◇児童の安全安心な通学路の確

保について

◇市職員の接遇マナーについて

◇太宰府市における大

規模災害（地震）時

の対応について

全質問項目全質問項目

全質問項目全質問項目

ん
で
し
た
。

④
著
作
権
法
第
32
条
「
引

用
」、
刑
法
第
１
５
５
条
の

「
公
文
書
偽
造
等
」、
刑
法
第

１
５
６
条
の
「
虚
偽
公
文
書

作
成
等
」
の
ほ
か
、
地
方
公

務
員
法
、
地
方
自
治
法
な
ど
、

い
ず
れ
の
法
令
に
も
抵
触
し

な
い
と
判
断
し
て
お
り
、
市

の
顧
問
弁
護
士
に
確
認
し
て

お
り
ま
す
。
こ
こ
で
、
報
道

さ
れ
た
文
書
は
虚
偽
文
書
で

は
な
い
こ
と
を
、
こ
の
場
で

改
め
て
申
し
上
げ
ま
す
。

で
す
。
大
変
厳
し
い
財
政
状

況
下
で
の
財
政
運
営
健
全
化

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

QQ 安心・安全

財 政

要
が
生
じ
た
時
の
連
携
・
調

整
に
つ
い
て

④
自
衛
隊
、
消
防
、
警
察
、

近
隣
市
町
と
の
連
携
体
制
に

つ
い
て

地震防災
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ど
う
な
っ
と
う
と
？
一
般
質
問
（
個
人
質
問
）

ど
う
な
っ
と
う
と
？
一
般
質
問
（
個
人
質
問
）

　

建
設
工
事
に
お

け
る
入
札
制
度
に

つ
い
て
２
点
伺
う
。

①
建
設
工
事
の
入
札
は
、
競

争
性
、
公
正
性
、
経
済
性
、

透
明
性
に
す
ぐ
れ
た
一
般
競

争
入
札
を
原
則
と
し
つ
つ
、

一
定
の
場
合
に
は
指
名
競
争

入
札
及
び
随
意
契
約
に
よ
り

結
ぶ
事
が
で
き
る
の
で
す

が
、
国
土
交
通
省
は
、
ほ
と

ん
ど
の
工
事
に
お
い
て
一
般

競
争
入
札
を
実
施
、
福
岡
県

は
５
０
０
０
万
円
以
上
の
工

事
が
一
般
競
争
入
札
、
未
満

が
指
名
競
争
入
札
と
な
っ
て

い
る
。
本
市
の
建
設
工
事
の

入
札
制
度
と
運
用
基
準
に
つ

い
て

②
体
育
複
合
施
設
新
築
工
事

の
入
札
実
施
の
課
題
に
つ
い

て

　

平
成
24
年
度
に

策
定
さ
れ
た
太
宰

府
市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進

計
画
は
、
読
書
を
通
し
て
世

界
の
現
状
を
知
り
、
先
人
の

知
恵
を
学
び
、
新
た
な
視
点

を
持
つ
こ
と
が
必
要
だ
と

し
、
読
書
環
境
の
整
備
と
本

と
の
出
会
い
の
場
づ
く
り
を

目
標
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、

平
成
29
年
度
か
ら
の
第
２
次

計
画
に
つ
い
て
３
点
伺
う
。

①
第
２
次
計
画
の
策
定
は
い

つ
な
の
か
進
捗
状
況
に
つ
い

て②
次
期
策
定
に
向
け
て
点
検

評
価
を
ど
の
よ
う
な
手
順
で

行
っ
た
の
か
。

③
推
進
計
画
の
取
組
み
の
進

捗
管
理
に
は
市
民
の
参
画
が

必
要
と
考
え
る
が
、
見
解
に

つ
い
て

総
務
部
理
事　

①

条
件
つ
き
一
般
競

争
入
札
に
つ
い
て
は
、
現
在

２
億
円
以
上
の
建
設
工
事
を

対
象
と
し
、
平
成
20
年
か
ら

平
成
28
年
末
ま
で
に
10
件

に
つ
い
て
実
施
し
、
制
度

と
し
て
定
着
し
て
き
ま
し

た
。
こ
の
た
め
今
年
度
に

試
行
要
領
を
廃
止
し
、
対
象

額
を
１
億
５
０
０
０
万
円
と

し
て
、
要
綱
の
制
定
に
向
け

事
務
手
続
き
を
進
め
て
い
ま

す
。

②
条
件
つ
き
一
般
競
争
入
札

を
実
施
し
ま
し
た
が
、
応
札

額
が
予
定
価
格
を
超
過
し
入

札
会
が
不
成
立
と
な
り
当
時

の
社
会
経
済
状
況
を
勘
案
し

た
上
で
指
名
競
争
入
札
を
実

施
し
ま
し
た
。
6
社
の
応
札

に
よ
り
落
札
決
定
し
た
も
の

で
あ
り
、
入
札
の
適
正
性
は

教
育
部
長　

①
第

２
次
太
宰
府
市
こ

ど
も
読
書
推
進
計
画
の
策
定

に
向
け
て
、
関
係
課
会
議
を

開
い
て
計
画
案
の
作
成
に
着

手
し
て
い
ま
す
。

②
平
成
24
年
度
よ
り
5
年
間

に
つ
い
て
取
組
み
事
項
ご
と

に
総
括
を
行
っ
て
お
り
、
中

で
も
全
て
の
家
庭
で
絵
本
に

親
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に

４
カ
月
検
診
時
に
絵
本
を
差

し
上
げ
る
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

事
業
の
実
施
や
、
各
小
学
校

に
図
書
司
書
が
配
置
さ
れ
た

こ
と
な
ど
、
第
１
次
計
画
策

定
時
の
目
標
を
上
回
る
成
果

も
出
て
い
ま
す
。

③
本
年
10
月
ご
ろ
開
催
予
定

の
太
宰
府
市
立
図
書
館
協
議

会
に
お
い
て
、
関
係
課
会
議

で
作
成
し
た
素
案
を
検
討
い

た
だ
き
、
そ
の
結
果
を
も
と

問問

問問

QQ

AA

AA

建
設
工
事
に
お
け
る
入
札
制
度

は
如
何
に

子
ど
も
の
読
書
推
進
計
画
の

方
向
性
は

い
じ
め
・
不
登
校
に
つ
い
て

市
の
見
解
は

い
き
い
き
情
報
セ
ン
タ
ー

再
整
備
待
っ
た
な
し

木き

村
む

ら　

彰
あ

き

人と

神
こ

う

武
た

け　
　

綾
あ

や

徳
と

く

永
な

が　

洋
よ

う

介
す

け

陶す

山
や

ま　

良
よ

し

尚
ひ

さ

議
員

議
員

議
員

議
員

　

教
育
課
題
の
中

で

も

特

に

重

要

な
、
い
じ
め
・
不
登
校
に
つ

い
て
伺
う
。
最
近
の
ニ
ュ
ー

ス
等
で
は
、
名
古
屋
市
で
中

学
1
年
生
が
自
ら
命
を
絶
っ

た
事
案
や
、
福
島
原
発
事
故

で
避
難
し
た
児
童
・
生
徒
に

対
す
る
陰
湿
な
い
じ
め
の
報

道
が
あ
っ
た
。
中
学
生
の
自

殺
率
は
、
過
去
最
多
の
水
準

で
、
２
０
１
５
年
既
に
77
件

と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ

で
、
太
宰
府
市
に
お
け
る
い

じ
め
、
不
登
校
の
実
態
と
対

策
を
伺
う
。

　

各
自
治
体
に
お

い
て
公
共
施
設
の

老
朽
化
対
策
が
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
お
り
、
本
市
に
お

い
て
は
今
年
の
3
月
に
「
太

宰
府
市
公
共
施
設
総
合
管
理

計
画
」
が
策
定
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
す
。
市
の
公
共
施
設
の

中
で
も
、
い
き
い
き
情
報
セ

ン
タ
ー
が
最
優
先
で
あ
る
と

考
え
、
同
施
設
に
関
し
て
３

点
伺
う
。

①
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
建

物
の
現
状
に
つ
い
て

②
今
後
の
改
修
・
建
て
替
え

等
の
計
画
に
つ
い
て

③
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
施
設

と
な
る
複
合
施
設
と
し
て
整

備
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
が
、
見
解
に
つ
い
て

教
育
長　

本
市
に

お
い
て
も
、
い
じ

め
、
不
登
校
は
、
解
決
す
べ

き
重
要
な
教
育
課
題
の
一
つ

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
本
年
4
月
か
ら
は
、
青

少
年
相
談
セ
ン
タ
ー
を
教
育

支
援
セ
ン
タ
ー
に
改
編
し
ま

し
て
学
校
や
関
係
機
関
と
連

携
し
な
が
ら
、
い
じ
め
、
不

登
校
の
未
然
防
止
、
早
期
対

応
、
そ
し
て
解
決
に
当
た
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

教
育
部
理
事　

本
市
は
、
筑

紫
地
区
で
も
出
現
率
が
低
い

と
は
い
え
、
少
し
ず
つ
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
要
因
は
、

多
岐
に
わ
た
り
、
年
間
90
日

以
上
の
長
期
欠
席
が
不
登
校

全
体
の
60
％
以
上
と
な
る
な

ど
、
解
消
が
難
し
い
ケ
ー
ス

が
増
え
て
お
り
ま
す
。
今
後

の
取
り
組
み
と
し
て
、
教
育

総
務
部
理
事

①

最

近

は

エ

レ

ベ
ー
タ
ー
、
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
の
部
品
交
換
や
、
エ
ア

コ
ン
等
の
不
具
合
も
発
生
し

て
お
り
、
建
物
本
体
も
良
好

な
状
態
で
は
な
い
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

②
同
施
設
は
築
37
年
を
経
過

し
、
施
設
を
購
入
し
た
時
点

で
大
規
模
改
修
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
そ
ろ
そ
ろ
抜
本
的

な
改
修
、
更
新
の
検
討
を
考

え
る
時
期
に
き
て
い
る
と
判

断
し
て
い
ま
す
。

③
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
拠

点
施
設
と
し
て
、
建
て
替
え

も
視
野
に
入
れ
て
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

本
年
度
は
規
模
の
大
き
な
主

要
39
施
設
の
公
共
施
設
再
編

計
画
の
策
定
に
着
手
し
、
同

施
設
の
整
備
に
つ
い
て
も
そ

の
検
討
の
中
に
含
ま
れ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

◇建設工事における

入札制度について
◇子どもの読書推進計

画について

◇中学校給食について

◇学校教育の充実について

◇安心・安全な道路整備につ

いて

◇学校給食について

◇いきいき情報センター

の維持管理について

全質問項目全質問項目

全質問項目全質問項目

確
保
さ
れ
た
と
考
え
て
い
ま

す
。
今
後
も
、
太
宰
府
市
に

お
け
る
入
札
契
約
制
度
の
さ

ら
な
る
適
正
化
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

求
め
ま
す
。
こ
の
意
見
を
も

と
に
必
要
な
修
正
を
行
っ
た

後
、
再
度
図
書
館
協
議
会
で

審
議
し
て
い
く
予
定
で
す
。

QQ

支
援
セ
ン
タ
ー
と
学
校
の
連

携
を
強
化
し
学
校
へ
の
支
援

充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
保
護
者
に
対
し
て
、

適
応
指
導
教
室
の
活
動
紹
介

や
い
じ
め
等
に
関
す
る
相
談

先
の
案
内
等
、
関
係
情
報
を

積
極
的
に
発
信
す
る
よ
う
に

し
て
お
り
ま
す
。

入札制度改革

みんな仲良し！

複合施設としての

再整備を
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委
員
会
視
察
報
告
／
全
国
市
議
会
議
長
会
よ
り
表
彰

　平成29年８月１日　　　　　　　　　　　　　　　152号

ど
う
な
っ
と
う
と
？
一
般
質
問
（
個
人
質
問
）

　

　

住
民
監
査
請
求

に
関
す
る
答
弁
書

問
題
に
つ
い
て
３
点
伺
う
。

①
監
査
委
員
は
、
加
筆
に

よ
っ
て
監
査
が
妨
害
さ
れ
た

と
ま
で
は
言
え
な
い
と
判
断

さ
れ
た
よ
う
だ
が
、
加
筆
の

事
実
に
対
し
、
行
政
の
ト
ッ

プ
と
し
て
の
考
え
は
ど
う

か
。

②
記
者
会
見
で
は
、
一
週
間

以
内
に
第
三
者
委
員
会
を
設

置
す
る
と
表
明
さ
れ
た
が
、

そ
の
後
設
置
し
な
い
と
発
表

さ
れ
た
。
発
表
か
ら
数
日
で

取
り
や
め
た
こ
と
を
、
ど
う

説
明
す
る
か
。

③
こ
の
問
題
は
新
聞
の
一
面

に
掲
載
さ
れ
、
懸
念
は
県
外

に
及
ん
で
い
る
。
第
三
者
委

員
会
を
設
置
せ
ず
に
、
こ
の

ま
ま
終
わ
り
な
の
か
。

市
長　

①
加
筆
の

事
実
に
つ
い
て
は
、

不
適
切
で
あ
る
と
判
断
し
て

お
り
、
今
後
こ
の
よ
う
な
事

態
が
発
生
し
な
い
よ
う
、
職

員
に
は
文
書
の
在
り
方
に
つ

い
て
指
導
を
徹
底
し
て
い
き

ま
す
。
な
お
、
著
作
権
法

第
32
条
「
引
用
」、
刑
法
第

１
５
５
条
の
「
公
文
書
偽
造

等
」、
刑
法
第
１
５
６
条
の

「
虚
偽
公
文
書
作
成
等
」
の

ほ
か
、
地
方
公
務
員
法
、
地

方
自
治
法
な
ど
、
い
ず
れ
の

法
令
に
も
抵
触
し
な
い
と
判

断
し
て
お
り
、
市
の
顧
問
弁

護
士
に
確
認
し
て
お
り
ま

す
。
こ
こ
で
、
報
道
さ
れ
た

文
書
は
虚
偽
文
書
で
は
な
い

こ
と
を
、
こ
の
場
で
改
め
て

申
し
上
げ
ま
す
。

②
事
実
関
係
の
確
認
を
行
う

こ
と
が
急
務
で
あ
っ
た
こ
と

問

Q

A

原
因
究
明
と
市
民
へ
の

説
明
責
任
は

門
か

ど

田た　

直
な

お

樹き

議
員

◇住民監査請求に関する答弁
書問題について

◇中学校給食の断念について

◇国分小学校グラウンドの駐
車場について

全質問項目

全国市議会議長会より表彰

　市議会議員として、長

きにわたり地方自治の発

展と振興に貢献された功

績により、全国市議会議

長会から正副議長４年以

上表彰として橋本健議員、

永年勤続 10 年表彰として

長谷川公成議員、藤井雅

之議員が表彰されました。

問
A

「
中
学
校
給
食
導
入
断
念
」

の
経
緯
は

笠
か

さ

利り　
　

毅
つ
よ
し

議
員

　

6
月
1
日
の
中

学
校
給
食
導
入
断

念
発
表
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

今
後
も
導
入
は
必
要
と
考
え

る
の
で
、
断
念
の
経
過
を
検

証
し
た
い
。
そ
こ
で
、
３
点

伺
う
。

①
給
食
導
入
で
何
を
目
指
し

た
の
か
、
そ
の
現
状
と
今
後

の
方
針
を
問
う
。

②
運
営
費
用
に
つ
い
て
、
現

在
の
ラ
ン
チ
サ
ー
ビ
ス
方
式

で
は
、
１
食
60
円
単
価
と
い

わ
れ
、
学
校
給
食
法
下
の
完

全
給
食
で
は
４
０
６
円
と
さ

れ
る
が
、
何
故
そ
う
な
る
の

か
。

③
完
全
給
食
実
施
の
運
営
費

用
の
具
体
的
算
定
作
業
が
、

市
長
の
実
施
表
明
以
降
だ

と
し
て
も
、
12
月
段
階
で
、

１
億
８
０
０
０
万
円
に
近
い

数
字
を
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

教
育
部
理
事

①

給

食

導

入

に

よ
っ
て
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が

と
れ
た
食
事
の
確
保
、
保
護

者
の
負
担
軽
減
、
食
育
の
充

実
を
目
指
し
ま
す
。
現
状
で

は
、
見
直
し
表
明
に
よ
り
中

座
し
て
い
る
が
、
引
き
続
き

前
述
の
方
向
性
の
も
と
具
体

的
施
策
を
検
討
し
た
い
。

②
現
行
の
方
式
で
は
１
食
あ

た
り
60
円
の
配
送
費
が
か

か
る
意
味
で
あ
り
、
完
全
給

食
で
は
法
に
の
っ
と
っ
た
献

立
調
理
を
委
託
す
る
こ
と
に

な
り
、
そ
れ
が
１
食
あ
た
り

４
０
６
円
の
単
価
に
な
る
と

い
う
意
味
で
す
。
配
送
費
と

委
託
費
と
い
う
性
格
の
異
な

る
も
の
を
単
価
の
基
準
と
し

◇「中学校給食導入」について

◇生活上必要なインフラの整備

について

◇文書情報扱いについて

全質問項目

Q

て
お
り
ま
す
。

③
資
料
と
し
て
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
の
中
で
は
、
数
字

は
持
ち
合
わ
せ
て
お
り
ま
し

た
。

か
ら
、
第
三
者
に
よ
る
調
査

検
証
も
考
え
て
い
ま
し
た

が
、
そ
の
後
、
平
成
29
年
5

月
31
日
付
で
監
査
委
員
か

ら
、
加
筆
文
に
よ
っ
て
監
査

が
妨
害
さ
れ
た
と
の
認
識
は

な
い
と
の
発
表
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
第
三
者
機
関
の
設

置
は
必
要
な
い
と
判
断
い
た

し
ま
し
た
。

③
改
め
て
第
三
者
委
員
会
を

つ
く
る
考
え
は
あ
り
ま
せ

ん
。

プ
で
は
も
っ
て
い
た
の
で
は

な
い
か
。

行政視察報告

 建 設 経 済 常 任 委 員 会

日程：平成 29 年 5 月 17 日（水）～ 5 月 19 日（金）

●五
ご

泉
せん

市地域公共交通総合連携計画について／新潟県五
ご

泉
せん

市

　人口減少や高齢化が進むなかで、誰でもどこでも気軽に移動できるまちを目標にした計画及び
その進捗状況について学んできました。

●城下町の町屋を活かした観光振興について／新潟県村上市

　眠っていた観光資源を、どのように活かせば観光振興につ
ながるのかについて学んできました。

●産業経済振興基本計画・地域産業活性化基本計画について

　／新潟県阿
あ

賀
が

野
の

市

　農林業から商工業まで、すべての産業を振興することによ

り地域経済の活性化を図る計画及びその進捗状況について学

んできました。

　

給
食

財
政

太 宰 府 市 地 域 交 通 問 題 特 別 委 員 会

日程：平成 29 年 4 月 25 日（火）～ 4 月 26 日（水）

●善光寺御開帳の開催にあたり実施された交通渋滞緩和対策

　について／長野県長野市

　交通情報の発信方法及び民間駐車場等の誘導方法・効果・

課題とパーク＆バスライドの周知方法について学んできまし

た。

●パークアンドウォークの推進について／長野県小
お

布
ぶ

施
せ

町

　郊外に駐車場を設ける事に伴う、町内の小規模駐車場の問

題点、解決策や「おぶせ浪漫号」運行の経路、運行状況、運

行契約の内容について学んできました。長野県長野市

新潟県阿賀野市

左から長谷川公成議員、橋本健議員、藤井雅之議員



48

政
務
活
動
費
収
支
報
告

　平成29年８月１日　　　　　　　　　　　　　　　152号

　政務活動費は、議員の調査研究に資するため必要な経費の一部として、会派または議員に対
し交付されるものです。
　太宰府市議会では、１人当たり月額２万５千円を交付しています。
　今後とも、政務活動費を有効的に活用し、調査・研究の成果を市民の皆さんに還元するととも
に、市政発展のために生かしていきます。

太宰府市議会事務局　〒 818-0198　福岡県太宰府市観世音寺一丁目 1 番 1 号　☎ 092（921）2121（代表）
ホームページアドレス   http://www.city.dazaifu.lg.jp

　政務活動費 収支報告平成28年度

◇
編
集
後
記
◇

　
総
合
体
育
館
入
札
の
監
査
を
め
ぐ
る
一
連
の
新
聞

報
道
に
始
ま
り
、
市
長
の
公
約
で
あ
る
「
中
学
校
完

全
給
食
」
が
一
転
、
現
行
の
ラ
ン
チ
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
へ
と
方
向
転
換
す
る
な
ど
、
市
政
混
迷
の
６
月
議

会
と
な
り
ま
し
た
。
残
念
な
ニ
ュ
ー
ス
ば
か
り
で
、

多
く
市
民
の
皆
さ
ま
に
ご
心
配
を
か
け
、
落
胆
さ
せ

て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

太
宰
府
市
議
会
は
こ
の
よ
う
な
市
政
の
状
況
を
踏

ま
え
て
、
市
長
に
対
す
る
問
責
決
議
を
全
会
一
致
で

可
決
し
ま
し
た
。
太
宰
府
市
制
施
行
以
来
、
市
長
へ

の
問
責
決
議
は
初
め
て
の
こ
と
で
す
。

　

こ
の
問
責
決
議
は
、
市
長
の
不
適
当
な
言
動
に
対

し
て
猛
省
を
求
め
る
も
の
で
、
市
政
の
監
視
機
関
で

あ
る
議
会
と
し
て
の
、
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
の
行
使
に

あ
た
り
ま
す
。
全
会
一
致
で
の
可
決
で
あ
り
、
よ
り

重
た
い
議
会
の
意
思
表
示
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
市
政
の
難
局
を
ど
う
乗
り
切
る
の
か
、
市
長

の
み
な
ら
ず
、
市
役
所
組
織
お
よ
び
議
会
と
し
て
も
、

そ
の
真
価
が
問
わ
れ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。
市
民
の

皆
さ
ま
に
太
宰
府
市
政
の
良
い
ニ
ュ
ー
ス
を
た
く
さ

ん
お
届
け
で
き
る
よ
う
、
太
宰
府
市
議
会
も
懸
命
に

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
木
）

　
議
会
広
報
委
員
会委

員

長　
　

森
田　
　

正
嗣

副
委
員
長　
　

木
村　
　

彰
人

委
　

員　
　

陶
山　
　

良
尚

委
　

員　
　

宮
原　
　

伸
一

委
　

員　
　

徳
永　
　

洋
介

委
　

員　
　

笠
利　
　
　

毅

委
　

員　
　

堺　
　
　
　

剛

（単位：円、％）

会派・議員名 交付額 支出額 市への返還額 執行率

公
こう

明
めい

党
とう

太
だ

宰
ざい

府
ふ

市
し

議
ぎ

団
だん

（２人）

小畠真由美、堺　　剛
600,000 497,287 102,713 82.9

宰
さい

　光
こう

　（５人）

舩越隆之、陶山良尚、宮原伸一
有吉重幸、入江　寿

1,500,000 821,724 678,276 54.8

真
しん

 政
せい

 会
かい

　（２人）

門田直樹、笠利　毅
600,000 588,280 11,720 98.0

太
だ

宰
ざい

府
ふ

市
し

政
せい

改
かい

革
かく

の会
かい

（２人）
上　　疆、森田正嗣

600,000 532,770 67,230 88.8

太
だ

宰
ざい

府
ふ

市
し

民
みん

ネット（２人）
村山弘行、徳永洋介

600,000 282,933 317,067 47.2

太
だ

宰
ざい

府
ふ

新
しん

政
せい

会
かい

（３人）

長谷川公成、橋本　健、木村彰人
900,000 389,384 510,616 43.3

日
に

本
ほん

共
きょう

産
さん

党
とう

太
だ

宰
ざい

府
ふ

市
し

議
ぎ

団
だん

（２人）

神武　綾、藤井雅之
600,000 523,119 76,881 87.2

合　　計（18人） 5,400,000 3,635,497 1,764,503 67.3


